
◆第４次生涯学習推進計画の策定

･･････････ １，１８８千円

市民の生涯学習に係る施策の総合的な推進

計画として、生涯学習推進審議会の答申等に

より、平成 22 年度からの第４次生涯学習推

進計画を策定する。

◆たちかわ市民交流大学運営事業

･･････････ ６，９３５千円

生涯学習からはじまるまちづくり、市民力

で創る生涯学習の推進を図るため、企画運営

委員会・評価委員会を市民参加で進めるとと

もに、定期的な事業の情報提供を行う。また、

市民参加組織である市民推進委員会の市民企

画講座や、企画公募に応じて公益的な内容の

講座を提案実施する団体の団体企画型講座へ

運営費を助成する。

◆生涯学習市民リーダー登録制度事務

････････････ １１９千円

 市民の自主的な生涯学習活動の促進を図る

ため、様々な学習分野や文化、スポーツなど

の分野で専門的な知識・経験・技術を持つ市

民が登録する生涯学習市民リーダー制度の活

用に向けた取り組みを強化する。

◆学習等供用施設管理運営

････････ ７７，８６９千円

 地域性を生かした特色あるコミュニティの

場として活用するため、指定管理者制度を生

かし、地域住民のニーズに対応した会館の管

理運営を行う。

◆八ヶ岳山荘の管理運営

････････ ６０，２２７千円

効率的な管理運営とサービスの向上を図る

ため、平成 21 年度から指定管理者制度を導

入し、小中学生の自然教室・移動教室や青少

年団体の自然体験施設、市民の保養施設とし

て運営する。なお、平成 21 年度からは、宿

泊日数の変更や市外居住者への施設利用を認

めるなど施設利用の拡充を行う。

◆学校教育振興基本計画(仮称)

･･････････････ ０千円

 市の教育目標に基づき、今後の立川市が目

指す学校教育のあり方や、総合的かつ計画的

に取り組むべき施策について、学校と市、教

育委員会が連携して ｢学校教育振興基本計画

（仮称）｣を策定する。

◆学齢簿管理及び就学援助システムの更新

･･････････ １，２６３千円

円滑な事業運営を図るため、老朽化した学

齢簿管理及び就学援助システムのソフトウエ

アと機器の更新を行う。
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◆適応指導教室事業

･･････････ ３，４３３千円

不登校など、学校不適応傾向にある児童・

生徒に対し、学校への復帰を図るため、小学

校適応指導教室、中学校適応指導教室を設置

し、通級による指導を行う。

◆ハートフルフレンド

･･････････ ８，１３４千円

不登校の未然防止を図るため、学校不適応

傾向にある児童・生徒の遊び相手や相談相手

として、小中学校全校に心理学等専攻の大学

院生等をハートフルフレンドとして派遣する。

子どもの相談相手として活動するハートフルフレンド

◆特別支援教育

････････ ２８，７７２千円

学習障害(ＬＤ)、注意欠陥多動性障害(ＡＤ

ＨＤ)、高機能自閉症等を含めて、支援を必要

とする児童・生徒の一人ひとりの教育ニーズ

を把握し、適切な対応を行う。また、新たに

改修した特別支援教育等施設（旧錦児童館）

で、特別支援教育を実施する。

◆学力の向上

････････ ４２，１９０千円

児童・生徒の個人差に応じたきめ細やかな

指導の充実を図るため、学力向上・少人数指

導員を配置し少人数指導を行うとともに、学

力向上推進校を指定するなど学力向上推進事

業を実施する。また、小学校理科支援員や外

国語指導助手(ＡＬＴ)を配置し、授業の充実

と理解度の向上を図る。

◆教育事業事務

･･････ １２２，６６５千円

学校の教育活動を円滑に推進するため、学

校運営や学級運営、校内研究等について様々

な支援を行う。

＜学校生活協力員の配置＞ 小学校入学当

初に、人数の多い学級に約２か月間協力員を

配置し、児童の学校生活への適応を促し、落

ち着いて授業を受ける体制を整える。

＜中学校部活動事業＞ 外部指導員制度や

緊急派遣指導員、サポーター制度を継続実施

し、生徒の部活動を支援する。

＜学校図書館支援指導員事業＞ 小学校全

校に司書有資格者を配置し、読書活動の充実

や子どもが主体的に学校図書館を利用するた

めの基盤づくりを行う。

＜特色ある学校づくり＞ 特色ある学校づ

くり等に必要な経費を、校内研究や活動内容

に応じて、２段階に区分し各学校に交付する。
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◆学校図書館の整備

････････ ２５，７６３千円

豊かな心の教育を推進するため、小中学校

図書館の図書を整備するとともに、学校図書

館システムの拡充により、蔵書管理と適切な

蔵書構成を維持できる環境を整え、学校図書

館の利用向上を図る。

◆新学習指導要領対応教材等(教育用備品・消

耗品)の整備

･･････ １２３，５５４千円

平成 21 年度から先行実施する新学習指導

要領に対応する教育環境を提供するため、教

材・教具を整備する。

◆小中学校施設営繕

･･････ １０４，１６９千円

快適かつ安全・安心な教育環境を確保する

ため、小中学校施設設備等の整備(営繕工事及

び修繕)を行う。

◆ 小中学校施設改修事業

･･････ ２８５，０８２千円

快適かつ安全・安心な教育環境を確保する

ため、小学校水飲栓直結給水化事業、小学校

インターフォン設置工事など各小中学校施設

等を改修する。

◆小中学校校舎耐震補強事業

･･････ ８５６，２６８千円

児童・生徒の安全・安心な学校生活を確保

するとともに、地域の防災拠点としての役割

を果たすため、小中学校校舎耐震化推進計画

に基づき、小中学校の校舎耐震補強工事等を

実施する。

◆第一小学校建替事業

･･････････ ５，１３１千円

第一小学校の建替えに向けて、「第一小学校

建替検討協議会」を設置し、地域に根ざした

学校建設を市民参加で検討し、マスタープラ

ンの策定を行う。

第1回第一小学校建替検討協議会を開催 

◆中学校給食事業

････････ ２４，８２５千円

 中学校給食事業の円滑な運営を図るため、

生徒の給食予約管理、献立編成及び給食費の

管理などのシステムを更新する。

◆食教育支援指導事業

･･････････ ２，０８１千円

児童・生徒に｢食｣の重要性を認識させるた

め、学校栄養士が学級担任等と連携し、食に

関する授業等を支援する。
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◆新学校給食共同調理場(仮称)整備運営事業

････････ １５，２２１千円

 第一及び第二学校給食共同調理場の老朽化

対策と運営の効率化を図るため、統合した新

学校給食共同調理場(仮称)の建設に向けて、

平成 21 年度は実施方針の検討、公表を行う

とともに、要求水準書や契約書(案)を作成す

る。

◆生涯学習活動事業

･･････ １４９，１５８千円

障害者、高齢者、成人、子どもを対象にし

た各事業のほか、地域学習館まつりや視聴覚

事業、平和・人権学習、催物等を実施し、市

民に多様な学習の機会と場を提供する。

 また、市民交流大学市民推進委員会が自主

的・主体的に企画し、地域学習館において実

施する事業について協働で運営する。

◆図書館の運営

･･････ ５３３，７８６千円

 多様化・高度化している利用者の要求に応

え、資料の充実を図るとともに、インターネ

ットによる情報提供を行い、効率的な運営を

行う。また、ハンディキャップのある方への

音訳資料の作成に向けて、デジタル化を進め

るとともに、登録音訳者の高齢化に備え、新

たに音訳者の養成講座(初級・中級)を実施す

る。

◆子どもの読書活動の推進

･･････････ １，４０４千円

すべての子どもが、あらゆる機会とあらゆ

る場所において、自主的に読書を行うことが

できるよう、市民と市が協働して、子どもの

読書環境の整備を進めるため、事業を行う。

◆第68 回国民体育大会の開催準備

･･････････ ８，８２０千円

平成25年に東京で開催される第68回国民

体育大会に伴う施設改修に係る基本計画を策

定するとともに、組織体制の構築を図る。

◆スポーツを通した健康づくり

････････ ４３，０５５千円

市民の健康体力づくりや生涯スポーツの機

会を提供するため、場の確保や、各種スポー

ツ教室の実施、学校体育施設の地域開放を推

進する。

◆体育館・屋外体育施設の管理運営

･･････ ３８２，１６１千円

スポーツを通して、市民生活にうるおいと

豊かさの実現を図るため、快適で安全にスポ

ーツを楽しむことができる施設を提供する。

たちかわ中央公園（サンサンロード北）内のスケートパーク
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